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３８年間歩み続けてきたつくば青年会議所は、これまでに様々な運動展開を行い地域の

発展に寄与してきました。地域から必要とされる団体であり続けるためにも、時代に沿っ

て進化し、地域の発展へチャレンジし続ける組織でなければなりません。そのためには、

これまで築き上げられてきた堅実な組織基盤を継承して、これまで以上にメンバー全員が

積極的に活躍できる組織体制へとさらなる進化をさせていく必要があります。 

まず、青年会議所は、運動の全てを会議で決めていく団体である以上、建設的な議論が

できるように会議の会場確保、設営並びに事前の準備を徹底し、会議やその内容に集中で

きる環境作りに努めてまいります。事前配信をスケジュール通りにできるように、メンバ

ーとの連絡を密に図り、地域社会の健全な発展ができる効果的な事業を構築するための建

設的な議論ができる会議を目指してまいります。また、昨年から導入されたウェブを活用

した会議、感染症対策についても、これを継承し、今の時代に沿った環境作りに努めてま

いります。そして、メンバーが運動に邁進できるように各種の連絡事項の総括、備品の管

理を徹底的にしつつ、関係諸団体からの問い合わせについては適切に行うことで信頼性の

高い組織であると認知してもらうよう努めてまいります。さらに、毎年２回開催される通

常総会については、仲間が創りだしてきた運動をメンバー全員で再確認してもらい、成長

のきっかけとします。そして、４０周年へ向け、さらにはその先へ、私たちがチャレンジ

し続けられる組織であるとご来場して下さった方々へ発信できる設えにしてまいります。 

これまで培われてきた組織基盤をさらなる進化をさせたとき、メンバー全員が最大限の

力を発揮できる魅力的な組織となり、つくばの地に必要な組織であり続けることができま

す。それは、創始の精神であるつくばの健全な発展へ寄与することにつながるのです。  
 

１．組織運営、管理  
２．総会、理事会、スタッフ会議等の設営及び運営並びに資料作成、議案の精査  
３．会員への連絡事項の総括、メーリングリストの管理  
４．ＬＯＭ備品の管理  

職務分掌  


